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令和７年６月１１日 
能代河川国道事務所 

開通見通しのお知らせ 
 

国道７号能代
の し ろ

地区線形改良は令和７年内に開通します 
 

 

 ■経緯（能代地区線形改良） 

  ・令和６年  １月  法面変状発生 

  ・令和６年 ６月  開通時期の見直し 

  ・令和６年 ７月  学識者・専門家による現地調査 

  ・令和７年  ４月  法面の安定対策工事完了 

  ・令和７年 ５月  通行に対し安全を確認 

  ・令和７年  ６月  開通時期の公表【今回】 

            ※２０日１４時 Ａランプ交通切替 

  ・令和７年  ９月頃 Ｂランプ交通切替【予定】 
 

※交通規制等の詳細は以下よりご確認願います。 

 能代河川国道事務所「記者発表」 

https://www.thr.mlit.go.jp/noshiro/k_hap/k_hap_index.htm 
 
＜発表記者会：秋田県政記者会、能代市記者クラブ、北秋田市記者クラブ、大館市記者クラブ＞ 

問 い 合 わ せ 先 

       国土交通省 東北地方整備局 能代河川国道事務所 
         電話番号：０１８５－７０－１００１（代表） 
       副所長（道路担当）  大久保 広  （内線２０５） 

 

○能代地区線形改良（延長2.0km）については、令和６年１月に発生した 

法面変状に対し、学識者・専門家による現地調査や助言等を踏まえ対策

工事を進め、５月に通行に対し安全が確認されたところです。 

○この度、今後の工事を含めて工程を精査した結果、『令和７年内』に 

開通できる見通しとなりましたのでお知らせします。 

○具体な開通日時については、今後の工事進捗状況を踏まえ工程精査のう

え改めてお知らせします。 

○なお、今後開通に向けて交通切替等が行われますので、交通規制情報等

を確認のうえ、安全に通行願います。※ 

 



国道７号 能代地区線形改良 二ツ井白神ＩＣ Ａランプ部法面変状対策

• 令和６年１月に切土工事中に法面の変状が確認されたことから、学識者の助言を得なが
らグラウンドアンカー工、水抜きボーリング工及び吹付モルタル工にて対策を実施。

• 対策完了後から動態観測及び地下水位観測を行い、新たな法面の変状や地下水位の上昇
がないことから、ランプ部の通行に対し安全を確認。

のしろ ふたつい しらかみ

法面変状（クラック）
（延長8m、幅25mm）

応急対策（押え盛土）
（幅5m × 高さ1.3m ）

クラック発生後の押さえ盛土設置状況（Ｒ６．２）

法面対策完了後（Ｒ７．５）

令和６年１２月撮影

法面変状箇所

水抜きボーリング工

グラウンドアンカー工

吹付モルタル工

現在の本線

6月20日14時
から通行予定
（Ａランプ）
秋田方面

写真①


